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医師の時間外労働規制
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特例水準の申請受付状況
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全国で399病院が受審申請中

B水準 86.7 %
連携B水準 32.8 %
C1水準 35.9 %
C2水準 5.0 %

2023年7月31日現在
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医師の時間外労働規制
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長時間労働とは

時
間
外
・
休
日
労
働

45時間／月

80時間／月

100時間／月
過労死の危険性
労働基準法（一般則）における上限
→違反した場合は罰則を伴う

脳血管疾患及び虚血性心疾患等の発症と業
務との関連性が強いと判断される

脳血管疾患及び虚血性心疾患等の発症リス
クが徐々に強まる
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労働基準法に則って、労働者の健康、労働条件を確保する

結果として質の高い、効率的な医療を提供する

「医師は労働者である」

「働き方改革」で求められたことは・・・

働き方改革の基本
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医師の時間外労働規制

当院は、A水準を目指すこと
とした
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◆ 当院の概要

8



2023 済生会横浜市東部病院

当院の紹介：病院概要

病床数

562床
一般病床468床
救命救急センター 24床、（EICU 10床、EHCU 14床）、ICU 10床、HCU 6床
SCU 6床、NICU6床、GCU10床

精神病床 50床
重症心身障害児（者）施設44床

標榜診療科

内科、循環器科、消化器科、消化器外科、神経内科、小児科、外科、整形外科、
形成外科、脳神経外科、呼吸器科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器
科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、精神科、放射線科、
麻酔科、歯科口腔外科、救急科、病理診断科

主な指定等

災害医療拠点病院、救命救急センター、地域医療支援病院、
神奈川県周産期母子医療センター、横浜市小児救急拠点病院、
神奈川県精神科救急基幹病院、臨床研修指定病院、
地域がん診療連携拠点病院
DPC特定病院群、急性期充実体制加算

職員数（常勤）

1,515名 (2023.4.1現在）
医師 258名 看護師 785名 薬剤師 48名 診療放射線技師 47名
臨床検査技師 54名 管理栄養士 21名 理学療法士 24名 作業療法士 7名
言語聴覚士 3名 臨床工学技士 29名 その他医療技術 42名
事務職 139名（うち医師事務作業補助者 31名 MSW 13名）
看護助手 37名 その他 22名
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神奈川区

当院の紹介：所在地

昭和大学北部病院

聖マリアンナ西部病院

国立病院機構
横浜医療センター

済生会横浜市南部病院

横浜労災病院

市大付属病院

済生会横浜市東部病院

市民病院

脳血管医療センター

市大センター病院

みなと赤十字病院

市立病院

地域中核病院

鶴見区

港北区

川崎市 2007年開院
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当院の紹介：主な病院指標

6,535件

年間手術件数

7.9日

一般床平均在院日数

49.2人／日

救急患者数

1,113人／日

外来患者数

18,259人／年

新入院患者数

981件

年間分娩件数

93.7％

一般床稼働率

7,811／年

救急車搬送数

102.4％

紹介割合

（2022年度実績）
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当院の基本方針

A水準を目指す

・「働き方改革」の方向性は正しい

・ 猶予期間はあるが、いずれはA水準に
・「選ばれる病院」の基準になる可能性

・ 立地条件等、医師の確保環境は恵まれている
（ただし、診療科によって、規模・体制が大きく異なる）

・ 地域医療支援病院として、外勤による地域医療支援の継続が
絶対必要
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A水準実施に向けてのロードマップ

三

つ

の

改

革
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Ａ水準実現のために 「働き方改革」対策 2018年頃～

＃１ 改革のための組織作り
担当院長補佐雇用、「働き方改革」検討委員会

＃２ 「働き方改革」の周知
説明会、講演会、ヒアリング

＃３ 医師勤務時間管理体制の整備
◆勤務実態の把握
◆医師就業規則の整備
◆医師給与規則の変更

＃４ 日常業務の合理化
タスクシフト/タスクシェアの促進
医師事務作業補助者・スペシャルナースの養成
ＩＣＴ・ＤＸ整備

＃５ 支援体制の構築
健康支援センター
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医師勤務時間管理体制の整備
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◆勤務実態の把握
◆医師就業規則の整備
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・ 2007年の開院当初より、勤怠管理システム導入の構想はあっ

たが、まったく着手できていなかった

・ すべての職員が月次の出勤簿提出で時間外申請を行っていた

・ 医師は、月に一度の勤務実績提出時に時間外をまとめて記載
する運用が当然となっており、タイムリーな提出も行えていない状
況であった

以前の勤怠管理の状況

給与上の手当計算の根拠として使用するのみで、
勤怠管理とは言い難い状況だった
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以前の勤怠管理の状況

68% 67%

92%

0%

50%

100%

2016年 2017年 2018年

タイムレコーダーの医師打刻率

毎日使用

63%

時々使用

17%

使用していない

20%
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システムの基本機能 新タイムレコーダーの設置
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職員用出入口

出勤専用×２

退勤専用×１

新しいレコーダーを全職員が必ず通過する場所に設置した

2018年～出勤・退勤時刻の把握
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申請のしやすい勤怠管理システムへの変更 COMPANY
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基本勤務時間 院内滞在時間

タイムレコーダーと連動した勤怠管理システム
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労働時間に関わる意識向上の取り組み

68% 67%

92% 89% 92% 95% 92%

0%

50%

100%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

タイムレコーダーの医師打刻率の推移
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・使用率の開示
・残業計算の必須条件に
・勤怠管理の重要性を説明
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医師勤務時間管理体制の整備
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◆勤務実態の把握
◆医師就業規則の整備
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＃１ 医師の所定労働時間は週４０時間とする

• 基本は１週４０時間、１日の標準労働時間は8時間として
計算する１か月単位のフレックスタイム制とし、各人が業務計
画に合わせてフレキシブルタイム内での始業および終業の時間
を選択する。

• 実労働時間が所定労働時間を超えた時間には超過勤務手
当を支給する。一方不足した時間は賃金控除を行う。

医師の勤務制度について

所定労働時間（2022年度の場合）

4月 160時間 10月 160時間
5月 144時間 11月 160時間
6月 176時間 12月 160時間
7月 160時間 1月 152時間
8月 176時間 2月 152時間
9月 160時間 3月 176時間
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週40時間の勤務時間の効率を良くし、
時間外勤務を減らすためにするために

●フレックスタイム制の導入

●シフト勤務の徹底

医師の勤務制度について

24
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医師の勤務制度について

●フレックスタイム制の導入

病院の就業時間帯(8：30～17：30)にこだわらない
勤務

対象：すべての診療科医師
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週40時間の勤務時間の効率を良くし、
時間外勤務を減らすためにするために
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＃２ フレックスタイム制

• フレキシブルタイム（労働者の裁量で決められる勤務時間帯）
は平日の7:30～20:00とする。

• コアタイム（必ず勤務しなければいけない時間帯）は、日当直
表に定める勤務時間とする。また、週4日以上の勤務を基本と
する。

• 医師は週ごとの基本勤務時間を週間勤務予定表により提出す
る。週間勤務予定は必ずしも週40時間で届け出る必要はない
が、日当直および医師の裁量で働く労働時間の合計が、所定
労働時間である週40時間を満たす必要がある。

• 基本勤務時間内であっても業務のない場合は勤務の必要はな
く、その月の所定労働時間を満たせばよい。休日は勤務計画に
合わせて随時取得する。

医師の勤務制度について
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フレックスタイム制の補足

・連続勤務は28時間まで

・勤務間インターバル9時間確保

・週1回以上ないしは4回/4週以上の完全休養日の設定

・可能な限り、当直は1回/週・日直は1回/月以内とする

医師の勤務制度について
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フレックスタイム制の導入

月 火 水 木 金

8:30

17:30

7:30

18:30

月 火 水 木 金
8:30

17:30

月 火 水 木 金
8:30

17:30
18:30

①医師ごとに異なる週間勤務パターン（週間予定表）を作成し、
日当直と合わせて週40時間以上勤務

〇科A医師 □科B医師
△科C医師

19:30

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等

②かつ、個人の裁量で業務のない時は帰宅や遅出が可能で
予定外の業務があれば従事し、合計が月ごとの所定労働時間を満たせば
よい

19:30
18:30
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医師の勤務制度について

●シフト勤務の徹底

～週間（月間）予定表の作成

対象：完全シフト制（救急科、集中治療科、
NICU）の診療科

29

週40時間の勤務時間の効率を良くし、
時間外勤務を減らすためにするために
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●宿日直許可
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当院の日当直体制

休診日 日当直医師数

救急科： 2+α人
救急センター： 2+α人
小児科： 1+α人
新生児科： 1人
循環器内科： 1人
脳神経センター： 1人
産婦人科： 1人
集中治療科： 1人
内科・HCU： 1人
精神科： 1人
麻酔科： 1人

計： 13+α人

その他各科オンコール 多数

土曜日
日曜日
(祝日)
年末年始

年間約110日
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●時間外労働と研鑽
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時間外労働と研鑽のルールの見直し

33

分類のルールを整理した
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労働と自己研鑽を区分し上司に申請

申請のしやすい勤怠管理システム COMPANY

34

基本勤務時間 院内滞在時間
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●兼業・副業（外勤）の管理

35

・外勤は全て時間外勤務扱いとする
・外勤の回数、時間数に制限を設けない
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外勤先での労働時間は、移動に要する時間や休憩時間を除き、
実際に労働に従事した時間を申告する。

＜例＞

1コマ（半日外勤）で外勤先での労働時間が2時間の場合

➡１月あたりの労働時間：２時間×4週＝8時間

外勤の労働時間の把握
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医師の月別超過勤務時間の推移
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時間

47.446.5

49.0

44.3

50.6

43.3
41.9

45.1

50.0

41.8

45.6

39.3
41.4

39.239.338.8

42.1

36.8
37.8

41.6

39.1

35.2

38.4

35.6

41.541.240.539.7
41.6

37.838.038.3

42.3

39.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

2020年 2021年 2022年 2023年

月別超過勤務時間の推移（医師）



2023 済生会横浜市東部病院

月間超過勤務が80時間超の医師数
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Ａ水準実現のために 「働き方改革」対策

＃１ 改革のための組織作り
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主治医制からチーム制へ

委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運用 ●予定手術を待たされる運用をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電子カルテ利用の合理化 ●機能の有効活用
●クリニカルパス・テンプレートなどの活用

AIの活用 ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電子問診票の利用

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等のIC削減
●テレワークの活用

日常業務の合理化
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主治医制からチーム制へ

委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運用 ●予定手術を待たされる運用をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電子カルテ利用の合理化 ●機能の有効活用
●クリニカルパス・テンプレートなどの活用

ICTの活用 ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電子問診票の利用

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等のIC削減
●テレワークの活用

病院HPより

日常業務の合理化
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主治医制からチーム制へ

委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運用 ●予定手術を待たされる運用をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電子カルテ利用の合理化 ●機能の有効活用
●クリニカルパス・テンプレートなどの活用

ICTの活用 ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電子問診票の利用

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等の説明時間削減
●テレワーク面会・面接の活用

病院HPより

日常業務の合理化
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日常業務の合理化

43

タスクシフト/タスクシェアの促進
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医師業務の他職種との分担策

看護師との協働 ●診療看護師・特定行為研修修了看護師との業務分担

薬剤師との協働 ●薬歴・持参薬管理と代行入力
●院外疑義照会の一括管理
●ポリファーマシー・院内フォーミュラリー

患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰとの協働 ●入院説明（予定入院・一部緊急入院）
●必要書類の事前記入
●入院前からの退院調整

診療情報管理士との協働 ● DPC病名代行入力
●請求レセプトチェック時の代行入力（病名・詳記）

医師事務作業補助者 ●書類記入・作成
との協働 ●カルテ記載・一部指示入力

他医師との協働 ● Hospitalistの考え方
●外来専従医のあり方・総合外来医との協力

救急救命士との協働 ●救急外来での業務分担

●実行中
●準備中
●計画中
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専門技能を持った看護師の養成－看護師スペシャリストの人数推移－
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項目 診療看護師 特定看護師

医薬品処方（事後） 〇
〇

＊外液の調整（輸液管理）のみ
＊軟膏（創傷管理）のみ

医薬品処方（定期） 〇

医薬品処方（屯用） 〇
〇

＊外液の調整（輸液管理のみ）
＊軟膏（創傷管理のみ）

医薬品処方（臨時） 〇
〇

＊外液の調整（輸液管理のみ）
＊軟膏（創傷管理のみ）

栄養 〇

継続指示 〇

検体検査 〇
採血・血ガス分析

＊培養（感染のみ）

生理機能検査 〇 心電図

放射線検査 〇 胸部・腹部X線検査

他科依頼 〇

インスリン療法に関連した 消耗品処方 〇 （インスリン調整）

医師と看護師の協働－特定行為研修修了時の許容診療行為－
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従来の体制

＝事務部門の一部 事務職が管理

診療録管理委員会・システム委員会がレビュー

限定的業務：
①がん登録、各科データベース登録
②保険関係、福祉関係書類の代行記入

現在の体制

＝診療技術部門の一部 医師(TOPS室長)が管理

医療職事務支援管理委員会がレビュー

医学的体系教育なし

医学的教育を体系的に継続

ﾒﾃﾞｨｶﾙｱｼｽﾀﾝﾄ室

医師支援室

業務の拡大：
①がん登録、各科データベース登録
②保険関係、福祉関係書類の代行記入
③外来などでの診療補助
④医師以外の多職種と連携した支援業務
：

医師事務作業補助者との協働 ●書類記入・作成
●カルテ記載・一部指示入力

医師業務の分担策
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Ａ水準実現のために 「働き方改革」対策

＃１ 改革のための組織作り
担当院長補佐雇用、「働き方改革」検討委員会

＃２ 「働き方改革」の周知
説明会、講演会、ヒアリング

＃３ 医師勤務時間管理体制の整備
◆勤務実態の把握
◆医師就業規則の整備
◆医師給与規則の変更

＃４ 日常業務の合理化
タスクシフト/タスクシェアの促進
医師事務作業補助者・スペシャルナースの養成
ＩＣＴ・ＤＸ整備

＃５ 支援体制の構築
健康支援センター

48
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一定時間以上の時間外労働が見込まれる職員を抽出
し、時間外労働が基準となる時間になる前に睡眠及び
疲労の状況確認を行う必要がある。

長時間労働者の健康支援の考え方

基準日：毎月21日

①医師
累積在院時間 ー 累積所定労働時間 ＞ 80時間

②医師以外：
累積超過勤務申請時間 ＞ 40時間
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長時間労働者の健康支援のしくみ

30日1日

時間

21日時点

100時間

80時間

所定を超えた在院時間 健康支援センターが
対象者に連絡
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長時間労働者の健康支援のしくみ

疲労の蓄積度

勤務状況

睡眠の状況

勤怠管理システム上でチェックリストに回答

一定の基準以上 ➡ 産業医が面接指導
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これまで、いろいろ対策してきましたが
・・・

結局は現場の意識改革！

～ある診療科の場合
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認識当初（2019年頃）の考え方

ムリに決まってる！

53

① 心臓血管外科医の矜持 「遅くまで残ってなんぼ」の世界

② 上司より先に帰るなんて…

③ 具合悪い患者さんを残して帰ることはできない

④ 自分の仕事が終わってから、論文書いたり抄録書いたり…

⑤ 何よりも収入が減るじゃないか！
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現在の考え方

54

「やってみると案外いい。持続可能だし」

① 「遅くまで残っているのは意味がない、自分の能力不足
である」という考え方の変換

② 外科医は手術がすべて。手術が終わったらさっさと帰る。
上司部下は関係ない

③ 具合の悪い患者さんがいないように努力する

④ 論文、抄録の作成は「自己研鑽」。人に頼まれてやるも
んじゃない

⑤ 収入減は、外勤でカバー。外勤日は直帰。家族サービス
を！
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ま と め
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当院における「働き方改革」の取り組みを紹介した。

それぞれの病院の置かれた立場により、対応策は異なると
思いますが、少しでも参考になれば幸いです。

ご清聴ありがとうございました。


